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企画への申込・問い合わせは、夢都里路くらぶ  TEL:03 -5291 -6700 まで 

企画名 生産者 期間 残 

北海道積丹町でかぼちゃの収穫 ＪＡ新おたる（北海道） 8月20日（月）～8月22日（水） 1 

北海道沼田町で加工用トマトの収穫   沼田町（北海道）・コーミ㈱    9月4日（火）～9月7日（金） 2 

ケチャップ用加工トマトの収穫作業 ＪＡ加美よつば（宮城県）  8月9日（木）～8月11日（土） 3 

高原農場でのピーマンの収穫(1) 
  塩尻市北小野地区（長野県）  

8月18日（土）～8月19日（日） 1 

高原農場でのピーマンの収穫(2) 8月25日（土）～8月26日（日） 1 

 みかんの摘果と除草作業 （農）紀州果宝園（和歌山県） 8月24日（金）～8月27日（月） 3 

加工用トマトの収穫＆ジュース加工 西日本ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾕﾆｵﾝ中国（やさか共同農場；島根県）  8月7日（火）～8月9日（木） 2 

●「農家さん宅に泊まって、美味しい果物の見

分け方も教わりました！」りんごの摘花作業
（JAさくらんぼ東根） 

・５個１セットで咲いている花を１個にし、栄養を充に

する作業でした。所々梯子を使いながら素手で花をもい

でいきました。受け入れ農家さんが非常に優しい方で、

山形県の食文化にも触れることができ、農家さんの心意

気に感謝しかないです。様々な農作物について、おいし

いものの見分け方なども気軽に教えていただきました。

毎日一時的に雨の中の作業でしたが、こまめに休憩を取

らせていただいたり、畑の猫とみんなで声を掛け合った

りとても和やかな雰囲気で作業することができました。

無農薬で育てることがどれだけ大変で、見た目が悪く

なってしまうと出荷値がガタ落ちしてしまう農家の厳し

い現状の話も聞くことができ、生活クラブの消費材はい

かにいろんな人の愛情をもって届けられているかを知る

素晴らしい機会になりました。 （東京、20代女性） 

●「大きくて美味しい柿の実がなるように！」柿の

摘蕾（王隠堂農園） 

・柿の摘蕾作業に入ったら下草

が刈り取られていたので歩きや

すかったです。『今、天候不順

の影響で柿や梅が豊作になって

いない。今年も梅が3月で作業

が終わってしまった。将来は一

つだけでも共同開発で「種」を開発できたらいい。これ

は社会運動になるんだよ。』と、どうして種を買うよう

になったのかなど、とても印象に残りました。作業自体

は地道なのですが本数をこなすのは大変な作業だと思い

ます。天候も晴れの日だけではないので雨の日も行うた

め脚立作業も大変だなと身をもって体験しました。 （埼

玉、50代女性） 

●「産地の歴史や文化、伝説にも触れ！」高原農場

でのピーマンの定植（塩尻市北小野地区） 

・2人ペアとなってピーマンのポット苗を移植器を使っ

て定植していきました。当初は、移植器に苗が引っか

かったり、移植器操作の担当と苗を移植器に入れる担当

のペースが合わないなどありましたが、徐々に定植のス

ピードが上がっていきました。参加者4名が2日作業した

結果、約2500本が植えられたと思います。受け入れ先

の永原さんが農業生産のみならず、お酒、干し芋の加工

などにも活動を広げてい

らっしゃることも参加者の

興味をそそり、リピートの

動機づけになると思いまし

た。水工場を見学でき、工

場の成り立ちや安全な製品

づくりについて知ることが

できました。 （大阪、40

代男性） 

夏 企 画 、 キ ャ ン セ ル 出 ま し た 、 ま だ 参 加 で き ま す ! 

★秋の夢都里路くらぶフェアのお知らせ♪  秋の企画の紹介・生産者から作物や産地の話が聞けます 

日時：9月1日（土）13時～16時  場所：生活クラブ連合会（新宿区新宿）  

★ 秋 の 収 穫 の た め の 大 事 な 作 業 を お 手 伝 い し て き ま し た ！ 

NEW 

雨カッパを着ての作業に 楽しく 2人1組で定植作業 

ケ チ ャ ッ プ の 原 料 ト マ ト を 生 産 者 と 一 緒 に 収 穫 し ま せ ん か 


